
外国人児童生徒等受入拡大対応事業

事業の目的

学校現場の困り感に応じた活用

事業の具体

実施スケジュール

○外国人児童生徒への教育支援の充実を図る
・市内の外国人児童生徒等の学習支援や学校支援
・外国人児童生徒等の支援・指導に関わる担当教員等の
資質向上

○特別の教育課程の編成のポイントが分からない…
○日本語指導といっても、言葉が通じない…
⇒特別の教育課程編成や、児童生徒の母語が話せなくても
できる日本語指導について、アドバイザーに相談

○各教科の授業の中で、日本語指導がなかなかできない…
○日本語の能力がさまざまで、一斉指導できない…
⇒加配教員と一緒に、派遣されたサポーターが別室で個別
指導

○保護者との意思疎通が難しい…
⇒面会の日など、サポーターが会話を支援
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